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本
年
は
質
に
不
思
議
な
年
で
ゐ
る
‘
而
も
此
日
本
国
に
於
て
何
れ
も
法
華
経
に
関
係
ゐ
る
事
徳
太
子
、
停
教
大
師
、
日

蓮
華
人
の
御
三
師
が
御
揃
ひ
に
な
っ
た
不
思
議
な
年
で
ゐ
る
、
某
中
で
重
徳
太
子
は
千
三
百
年
、
侍
致
大
師
は
千
百
年
、

宗
組
は
七
百
年
で
あ
る
何
れ
も
法
華
経
に
闘
係
ゐ
る
所
以
は
、
塾
徳
太
子
は
勝
量
経
維
摩
経
法
華
経
の
三
部
を
以
て
鎮
護

国
家
の
賓
典
と
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
、
而
も
三
部
の
内
で
勝
露
経

t
維
摩
艇
の
ニ
経
は
畢
寛
或
る
特
殊
の
因
線
を
以
て
御

子
の
御
停
記
が
明
ら
か
に
謹
明
し
て
ゐ
る
、
の
み
な
ら
や
’
法
華
経
に
就
て
は
支
那
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
御
取
寄
せ
じ
な
ら
れ
た

く 1 ) 

用
ひ
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
中
心
と
し
て
最
も
大
切
な
も
の
は
法
華
経
で
あ
っ
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
o
此
の
こ
芭
は
太



の
で
あ
っ
て
其
謹
か
ら
見
る
も
法
華
経
中
心
な
る
こ
ご
は
言
は
宇
も
が
な
。
委
細
に
云
へ
ば
勝
量
経
は
金
（
勝
量
夫
人
の

( 2 ) 

事
蹟
を
御
説
き
に
な
っ
た
も
の
で
、
時
の
推
古
帝
が
女
帝
で
在
ら
せ
ら
れ
た
御
因
縁
を
も
っ
て
御
構
讃
に
相
成
り
、
維
摩

経
は
在
家
有
髪
の
居
士
の
身
を
以
て
而
か
も
備
法
弘
通
す
る
蓬
よ
り
御
自
身
仁
倣
へ
て
講
疏
遊
ば
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
然

し
乍
ら
論
議
多
々
ゐ

h
t雄
も
闘
家
鎮
護
の
法

t
す
べ
き
は
勿
論
法
華
経
で
あ
る
、
従
て
太
子
は
費
生
産
業
’
皆
興
費
相
不

相
違
背
を
根
本
と
し
て
政
治
高
端
、
凡
て
法
華
経
費
相
の
理
よ
り
割
h
出
し
て
御
用
ひ
に
な
っ
た
こ
と
は
分
明
で
あ
る
、

此
事
に
就
て
は
諸
事
者
叉
相
一
致
せ
る
太
子
観
で
あ
る
o

次
に
侍
数
大
師
は
飯
知
の
如
（
天
塞
宗
を
支
那
か
ら
惇
来
し
た
お
方
で
あ
る
o
法
華
経
を
以
て
依
譲
と
し
四
宗
融
合
と

云
っ
て
異
言
、
施
、
戒
律
を
併
用
せ
ら
れ
た
が
、
是
等
は
以
偏
助
国
の
意
か
ら
三
宗
を
併
用
せ
ら
れ
た
の
で
、
中
vU
は
終

始
一
貫
し
て
法
華
経
主
義
で
あ
っ
た
o

M
W
て
此
の
本
化
の
宗
旨
は
改
め
て
云
ふ
迄
も
な
い
が
同
じ
法
華
経
を
以
て
出
離
生
死
の
み
な
ら
今
此
を
園
家
の
上
に
用

ひ
て
根
本
経
典

t
し
た
こ
と
は
三
師
一
貫
し
た
所
で
あ
る
o

此
の
三
大
偉
塞
が
不
思
議
仁
も
揃
っ
て
紀
念
祭
を
迎
へ
た

t
云
ふ
こ
と
仁
就
て
本
化
の
宗
姐
は
一
曾
深
刻
仁
思
考
す
ぺ

き
何
等
か
の
表
徴
を
認
め
る
で
あ
ら
う
、
外
で
も
な
い
が
法
円
上
に
於
℃
一
代
塾
教
三
重
配
嘗

t
云
ふ
数
相
が
あ
る
、
そ

の
法
門
は
昔
迩
本
の
三
を
滅
後
正
像
三
時
に
配
嘗
す
る
、
そ
こ
で
爾
前
経
た
る
昔
教
は
正
法
時
代
の
致
で
あ
る
、
次
に
迩



門
は
像
法
に
弘
通
す
ぺ
き
設
で
本
門
は
勿
論
末
法
で
ゐ
る
、
其
上
正
法
時
代
に
行
は
れ
た
教
は
像
法
に
来
れ
ば
無
盆
に
成

b
、
叉
末
法
に
来
る
と
正
像
二
時
代
仁
於
て
行
は
れ
た
敬
法
は
利
盆
を
失
っ
て
無
用

t
な
る
、
只
本
門
の
教
法
の
み
流
布

す
べ
き
時
代
で
あ
る
是
が
昔
述
本
一
代
三
重
の
法
円
で
あ
る
o

益
代
不
思
議
を
戚
今
る
事
は
三
師
共
に
紀
念
に
嘗
っ
て
ゐ
る
が
前
二
塁
は
御
入
滅
の
記
念
で
悲
し
い
紀
念
で
あ
る
、
然

る
に
五
口
組
は
御
降
誕
と
云
ふ
目
出
度
い
嘉
辰
ぞ
迎
へ
た
芭
云
ふ
事
は
何
を
表
徴
す
る
か
、
夫
は
彼
の
侍
数
大
師
は
像
法
の

人
、
弘
布

ω法
は
遮
門
の
致
、
聖
徳
太
子
に
至
つ
て
は
勿
論
で
あ
る
、
即
も
爾
聖
共
じ
法
華
経
本
内
の
立
脚
地
で
な
い
こ

と
は
誰
人
も
異
論
が
な
い
の
で
あ
る
。

車
徳
太
子
侍
教
大
師
の
出
世
時
代
は
像
法
で
あ
っ
て
、
其
時
代
に
弘
法
す
べ
き
人
が
末
法
じ
来
て
悲
し
き
組
念

t
な
る

と
は
畢
一
克
像
法
時
代
に
行
は
れ
た
る
法
が
末
法
に
来
っ
て
利
盆
を
失
ム

t
云
ふ
事
を
表
徴
す
る
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

吾
組
は
降
誕
で
あ
る
、
末
法
臨
時
別
頭
の
大
法
を
盛
ん
に
弘
布
せ
ら
れ
て
末
法
高
年
の
閣
を
照
す
大
導
師
と
恭
げ
な
〈

も
仰
が
れ
蟻
て
本
門
戒
檀
建
立
の
暁
を
見
る
と
は
質
仁
有
難
き
紀
念
と
奔
し
奉
る
こ
’
乙
で
あ
る
0

（
文
責
在
記
者
〉

( 3 ) 


